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	製品名: カルレティキュリン（3B4）ウサギモノクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	カルシウムは、細胞運動、代謝、タンパク質修飾、タンパク質フォールディング、アポトーシスなど、多くの細胞機能に関与する普遍的なシグナル分子です。カルシウムは小胞体（ER）に蓄えられ、カルネキシンやカルレティキュリンなどのカルシウム結合シャペロンによって緩衝され、IP3受容体を介して放出されます。カルレティキュリン/カルネキシンサイクルを介して、小胞体（ER）におけるフォールディング、オリゴマー形成、品質管理を促進するカルシウム結合シャペロンです。このレクチンは、ERで合成されるほぼすべてのモノグルコシル化糖タンパク質と一時的に相互作用します（PubMed:7876246）。NR3C1のDNA結合ドメインと相互作用し、その核外輸送を媒介します（PubMed:11149926）。母性遺伝子発現制御に関与しています。カルシウム恒常性の調節を介して卵母細胞成熟に関与する可能性がある（類似性による）。非活性化卵母細胞では表層顆粒に存在し、卵母細胞活性化に対する表層反応の際に細胞外に排出され、多精子受精の阻害に関与する可能性がある（類似性による）。
	研究分野
	タグと細胞マーカー; 細胞内マーカー; オルガネラ; ER
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	（1）HeLa細胞溶解物、（2）HepG2細胞溶解物におけるカルレティキュリン発現のウエスタンブロット解析。

